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次世代人材育成事業

次世代人材育成研究開発

・各事業部署と連携して教育現場の実態・ニーズを調査 ／ 大学・研究機関等と協働し、理数系才能育成の手法開発を実施

将来にわたり、科学技術で世界をリードしていくためには、次代を担う才能豊かな子ども達を継続的、体系的に育成していくことが必要。そのた
め、初等中等教育段階から優れた素質を持つ児童生徒を発掘し、その才能を伸ばすための一貫した取組を推進する。

概
要

スーパーサイエンスハイスクール支援 大学等と連携した科学技術人材育成活動の実践・環境整備支援

科学技術コンテストの
推進

学習指導要領によらないカリキュラムの開発・実践や体験的・
問題解決的な学習、科学技術関係人材の育成等を支援

・人材育成の実践（グローバルサイエンスキャンパス、
中高生の科学研究実践活動推進プログラム等）

・人材育成のための環境整備（サイエンス･リーダーズ･キャンプ、
理科教材等の開発・活用支援等）

先進的な理数教育を実施する高校等を指定・支援 生徒による科学的活動を環境整備から実施まで一貫して支援

意欲・能力の高い生徒の活躍の場の創出
○トップ高校生の研鑽の場の支援

（教科系・課題研究系コンテスト支援）

○チーム型活動を行う学校・団体の活躍の場の創出
（科学の甲子園・科学の甲子園ジュニアの開催）

課題把握・改善提案 等 手法開発のための実践事例の提供

2,361百万円 （ 2,787百万円）

27百万円 （ 35百万円）

1,061百万円 （ 1,145百万円）

706百万円 （ 706百万円）
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平成２７年度予算額 ：4,155百万円
（平成２６年度予算額 ：4,672百万円）

※運営費交付金中の推計額
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スーパーサイエンスハイスクール支援

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）

管理機関
（教育委員会、学校法人、国立大学法人）

研究機関
民間企業 等

地域の
他の高等学校

学習指導要領によらないカリキュラムの開発・実践
観察・実験等を通じた体験的・問題解決的な学習

課題研究の推進
創造性豊かな科学技術関係人材の育成を図る指導方法の
研究・蓄積
「科学の甲子園」や国際的な科学技術コンテスト等への
積極的な参加 等

指導・助言等

連携

成果の
普及

連携

連携・協力

●SSH研究開発に対する
経費支援

●生徒研究発表会の開催
●SSHの成果の普及

等

文部科学省

支援

学校の指定（５年間）
指導・助言・評価

大学

●SSHへの研究者・
技術者の派遣

●大学における体験
授業の実施

●入試の改善による
生徒の学習内容の
適切な評価 等

大学

●SSHへの研究者・技
術者の派遣

●大学における体験
授業の実施

●入試の改善による
生徒の学習内容の
適切な評価 等

概

要

将来の国際的な科学技術関係人材を育成するために、先進的な理数系教育を実施する高等学校等をスーパーサイエンスハイスクール（SSH）
として指定して支援を実施

グローバルサイエンスキャンパス（６０１百万円：大学を中心とした国際的な科学技術人材育成プログラムの開発・実施を支援）等
とも連携し、高等学校の理数教育全体の水準の向上を図る。！

平成２７年度予算額 ：2,361百万円
（平成２６年度予算額 ：2,787百万円）

※運営費交付金中の推計額
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指定校数の推移 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

26 52 72 82 99 101 102 106 125 145 178 201 204 203
（単位：校。経過措置校を含む。）

大学等と連携した科学技術人材育成活動の実践・環境整備支援

将来の科学技術人材の効率的な輩出を目的として、「人材育成活動の実践」 と「人材育成のための環境整備」を通じて、主に中高生による科学的
活動を環境整備から実施まで一貫して支援

人
材
育
成
活
動
の
実
践

■グローバルサイエンスキャンパス （期間：4年間） 【拡充】

●大学等が実施する、卓越した意欲・能力のある生徒を対象とした、次世代
の傑出した国際的科学技術人材の育成プログラムの開発・実施を推進

環
境
整
備

■女子中高生の理系進路選択支援プログラム

●科学技術分野で活躍する女性研究者等の
ロールモデル 提示等により、女子中高生
の理系進路選択を推進

■理科教材等の開発・活用支援

●全国の教員等が利用できる最先端科学技術の成果を活用した科学技術・
理科学習用デジタル教材等を開発し、インターネットを通じて提供

■中高生の科学部活動振興プログラム
（期間：3年間）（継続分のみ）

●科学部活動を活性化し、研究者等との連携に
より生徒の資質を発掘、伸長する取組を推進

■次世代科学者育成プログラム

●大学等が実施する意欲・能力ある
児童生徒等を対象にした体系的
教育プログラムを推進

■中高生の科学研究実践活動推進プログラム
（期間：3年間） 【再編】

●生徒が行う科学研究型の学習活動と、その
指導者（教員）を育成する大学の取組を推進

■サイエンス・リーダーズ・キャンプ（期間：3年間）（継続分のみ）

●才能ある生徒を伸ばす効果的な指導法の修得および実践支援に
ついて、地域の枠を超えて実施する教員向けの取組を推進

■理数系教員養成拠点構築プログラム（期間：4年間）（継続分のみ）

●地域の理数教育において中核的な役割を担う教員
（コア・サイエンス・ティーチャー（CST）の養成を推進

貢献

●
世
界
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概

要

平成２７年度予算額 ：1,061百万円
（平成２６年度予算額 ：1,145百万円）

※運営費交付金中の推計額
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科学技術コンテストの推進

トップ高校生の研鑽の場の支援

■教科系（数学、化学、生物学、物理、情報、地学、地理） ・
課題研究系コンテスト支援

- 国際大会への日本代表選手派遣（派遣・代表選手の訓練等）
- 国内大会の開催支援（開催・周知活動・参加気運の醸成等）

- 国際大会の日本開催に対する支援（経費の一部負担）
> 国際地学オリンピック（平成28年度）の日本開催 【新規】

世界で活躍する卓越した科学技術人材の輩出と科学を志す生徒の増加を目的として、主に理数系の意欲・能力が高い中高生が科学技術に係る能
力を競い、相互に研鑽する場を構築する。

概

要

チーム型活動を行う学校・団体の活躍の場の創出

■科学の甲子園・科学の甲子園ジュニア開催

- 高校生を対象とした科学の甲子園、中学生を対象とした科学の甲子園
ジュニアの開催

- 都道府県予選大会に対する支援（経費の一部負担）

世界の優れた同世代理
系人材と切磋琢磨しうる
レベルの訓練を行い競
い合わせる

科学好きが活躍する場と
して全国大会を実施

●世界で活躍できる卓越した
人材の輩出

●学校における理数・科学技術の
イメージ・地位の向上を通じ、
科学を志す生徒の増加に貢献

平成２７年度予算額 ：706百万円
（平成２６年度予算額 ：706百万円）

※運営費交付金中の推計額
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海外の
理数先進地域等

国際的に活躍する次世代の傑出した科学技術人材を、地域を挙げて育成する「グローバルサイエンスキャンパス」を指定し、各地域から、それぞれの特色を生かした
多様な取組を通じて人材を輩出する。対象はＳＳＨ校を中心とした意欲・能力ある高校生。

具体的には、大学を中心に、都道府県教育委員会（研究機関や民間企業等も連携可）を連携機関としたコンソーシアム（推進協議会）を設立し、地域における国際的
科学技術人材の育成プログラムを開発・実施する。コンソーシアム内の大学（研究機関、民間企業）等の教育資源とＳＳＨ等の高等学校との連携を促進して国際的視
野を持った人材を育成するほか、海外の理数先進地域（または大学（理系学部）、理数先進高校等）と連携・提携（継続的な関係を構築）し、選抜者の海外派遣を行う
など、将来の国際的科学技術人材として必要な能力を実践的に獲得する取組を大規模に実施する。

概

要

コーディネータ

海外の
理数先進高校

（独）科学技術振興機構

・コンソーシアムの運営
・連携先紹介，助言，
人材の把握等

ＳＳＨ ＳＳＨ 高校
（理数科）

高校
（普通科）

国際的科学技術人材育成
コンソーシアム

海外の大学

研鑽・交流機会へ
の参加

研鑽・交流機会へ
の参加

選抜者派遣

企画案応募

採択 大学
教育委員会

研究機関

民間企業

科学館等

連携して国際的科学技術人材の育成を促進

助言等

・プログラムの立案，調整，実施

主機関：大学

連携機関：教育委員会等

グローバルサイエンスキャンパス（ＧＳＣ）
＜13件（うちH27新規5件），4年指定＞

・国際的科学技術人材育成プログラムの開発・実施（選抜者の海外派遣含む）
・SSH等の高等学校10校以上と連携した才能育成拠点
・科学技術コンテスト，科学の甲子園への参加

（参考）平成26年度採択機関：
東北大学、京都大学、北海道大学、筑波大学、東京理科大学、慶應義塾大学、岡山大学、九州大学

グローバルサイエンスキャンパス
（大学等と連携した科学技術人材育成活動の実践・環境整備支援）

平成２７年度予算額 ：601百万円
(平成２６年度予算額 ：413百万円)

※運営費交付金中の推計額
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中高生の科学研究実践活動推進プログラム
（大学等と連携した科学技術人材育成活動の実践・環境整備支援の内数）

大学と教育委員会が連携した科学研究型の学習活動の推進、及び科学研究型の学習活動を指導できる教員の育成を通じて、将来の科学技術を支える理数系人材
を輩出する。具体的には
①学校、教育委員会等が大学、研究機関等の協力を得て行う中高生を対象とした科学研究型学習活動の取組を推進することで、科学に興味を持つ生徒が科学研究

型の学習活動に取り組む環境を整備するとともに、生徒の問題発見力や科学的思考力を醸成する。
②大学が教育委員会と連携して行う、科学研究型学習活動を実践する教員の指導力向上に係る取組を推進することで、実際の教育現場における課題研究の実施を

促進し、将来の科学技術を支える人材を育成する。

概

要

（独）科学技術振興機構

【実施機関：中学校・高等学校・教育委員会等管理機関】
・生徒による科学研究実践活動の実践
・学校での科学研究実践活動環境の整備

応募プラン
・学校活動型 （中学校0.3百万円・高校0.5百万円／件）企画案応募

採択

推進期間：3年間

研究・論文発表や科学技術
コンテストでの能力発揮

科学研究型学習活動に取り組む
生徒数の増加

学校（科学部を含む）における
研究活動の活性化・質の向上

効果的な指導・助言

【実施機関：教育委員会・大学】
・教育委員会と大学が連携して実施する取組みを実施
- 大学による教員に対する取組み

-科学研究実践活動に対する指導方法の講義・実習
- 指導相談窓口等の支援環境の構築

- 教育委員会による取組み
- 教育委員会内における科学研究型学習活動の指導
手法に係る普及

- 教育現場における実践（必要に応じ科学部等の整備
を含む）

- 地域の生徒研究発表会の実施 等の取組

応募プラン
・教員指導力向上型 （10百万円／件）

高い指導力を有する教員の増加

学校現場における指導ノウハウ
の蓄積と普及

連携して取組を実施

企画案応募

採択

推進期間：3年間

成
果

平成２７年度予算額：140百万円 ※運営費交付金中の推計額
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・国際学力調査等により、日本の生徒の理科学習への興味や目的意識の希薄化など、科学的な「態度面」の低下の指摘。
・科学部の活動が低調。運動部の生徒と異なり、科学好きの生徒が切磋琢磨し、評価される場が不足。

背景

概要

全国の高等学校等が学校対抗（高校１・２年生６～８人から成るチーム制）で、科学技術・理科・数学等の複数分野における
筆記・実技競技を行い（配点比率１：２）、チームでの総合点を競う。優勝チームには文部科学大臣賞授与のほか、米国サイエ
ンスオリンピアド特別参加。企業賞も多数。

科学の甲子園
～科学好きの高校生が全国レベルで切磋琢磨し
活躍する場を設けることで、裾野を広げ、トップ層を伸ばす～

日時： 平成２７年３月２０日（金）～２３日（月）
場所： つくば国際会議場、つくばカピオ（茨城県）

【参加方式】
各都道府県から選出された代表校４７チームが出場

【各都道府県の代表選考会】
約１，０５０チーム・７，６５０名が参加

（※第3回大会 約９００チーム・６，７００名が参加）

【実技競技】

第４回全国大会

実技競技③ 「登れ！筑波山」

回生ブレーキによるエネルギーをコン
デンサに蓄える充電カーと、そのエネ
ルギーにより空中ロープを登るロープ
ウェイを製作し、タイムレースを行う。

【結果】
優勝 渋谷教育学園幕張高等学校チーム（千葉県代表）
第２位 白陵高等学校チーム（兵庫県代表）
第３位 静岡県立清水東高等学校チーム（静岡県代表）

【実施体制】
主催： （独）科学技術振興機構
共催： 茨城県、茨城県教育委員会、つくば市

高等学校文化連盟全国自然科学専門部
後援： 文部科学省、公益社団法人日本理科教育振興協会
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・従来の国際学力調査において、我が国では、中学生になると、科学に関する興味・関心、意欲、理解度等が大きく低下するとの
傾向が指摘されていたが、全国学力・学習状況調査でも、その傾向が改めて明らかになった→中学段階での「理科離れ現象」

・我が国では、科学に関する職業に就きたいと答える生徒の割合が、国際的に見ても低いが、文系・理系の進路を意識した時期
について、中学生の頃が最も多く、中学段階までに過半数が文理の適性を意識し終えている
（特に女子は、比較的早期に意識している比率が高い）→中学段階は進路選択にとっても大事な時期

・高校段階以降に比べ、科学好きの中学生が切磋琢磨し、評価される場が圧倒的に不足。科学部の活動も低調。

背景

概要

全国の中学校等が都道府県対抗（中学１・２年生６人から成る
チーム制）で、実生活・実社会との関連、融合領域、説明能力等
に配慮した、理科・数学等の複数分野における筆記・実技競技を
行い、チームでの総合点を競う。優勝チームには文部科学大臣
賞等を授与。各種企業連携も推進。

（実技競技）

～科学技術への興味・関心を喚起し、裾野を拡大するとともに、才能を伸ばす～

科学の甲子園ジュニア

中学生の発達段階

（創造性の育成、キャ
リア教育等）の結果も
踏まえた内容を検討

【参加方式】

各都道府県で６人から成る代表チームを編成（代表選考には
20,000名超が参加）
各都道府県の代表チーム（４７チーム・２８２名）が全国大会に出場

【全国大会開催日時・場所】
日時：平成２６年１２月５日（金）～７日（日）
場所：ＢｕｍＢ東京スポーツ文化館（東京都）

【結果】
優勝 茨城県チーム
第２位 福岡県チーム
第３位 愛知県チーム

【実施体制】
主催： （独）科学技術振興機構
共催： 全国中学校理科教育研究会
後援： 文部科学省、東京都教育委員会、全日本中学校長会、

公益社団法人日本理科教育振興協会

（筆記競技）

第２回全国大会の概要

※第３回全国大会（予定）
日程：平成２７年１２月４日（金）～６日（日）
場所：ＢｕｍＢ東京スポーツ文化館（東京都）

実技問題例
「ヘリウム飛行船」

風船、手回し発電機、プロペラ等を
使って飛行船を製作し、自在に
操縦しながらゴールを目指す
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高校段階や大学院以降に比べ、大学の学部生が自由な発想に基づく自主研究を発表する場が不足。

→ 創造性豊かな科学技術関係人材を育成するためには、学士課程の早い段階から、優れた素質や強い意欲を持つ学生
に、全国の仲間と切磋琢磨し、大学等の研究者や企業関係者等とも交流できる機会を設け、研究意欲や、課題設定・探究
能力、独創性、プレゼンテーション能力等を高め、将来の本格的な研究のきっかけを作ることが重要。

概要

全国の自然科学系（数物・化学系、工学系、生物系、情報・
融合領域系の全分野を対象とし、人文・社会科学との融合
領域を含む。）を学ぶ学部生（大学１～４年次）や高専４～５
年次の学生等が、書類審査を経て、口頭又はポスターにより
自主研究をプレゼンテーションする。文部科学大臣表彰等の
ほか、企業賞も多数。

※チームの場合は最大3名まで。
※第２回から、高専等の専攻科１～２年次の学生も対象。

背景

出る杭を伸ばす！

【開催日時】
平成２７年２月２８日（土）・３月１日（日）

【場所】
神戸国際会議場

【参加者】
応募者：２９１組・４４３名 → ファイナリスト：１７２組・２５７名
（第３回の応募者：２０９組・３３４名）

【特徴】

高校や社会との連携
• 兵庫県のSSH校を特別招待、ポスター発表・口頭発表

に参加。

• 協力企業・団体からなる「サイエンス・インカレ・コンソー
シアム」と、広報・企画等で引き続き連携。

更なるインセンティブと能力伸長の機会の付与
• 優秀者を、サイエンス・インカレ・コンソーシアム等の支

援により、フランスへ派遣予定。

第４回サイエンス・インカレ

サイエンス・インカレ ～学部生が自主研究を発表し切磋琢磨し合う場～
平成２７年度予算額 ：６１百万円

（平成２６年度予算額 ：６４百万円）
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